


   

 

 川越高校からは、学校の安全確保につ

いて質問します。 

 川越高校の最寄り駅には、近鉄線の伊

勢朝日駅と川越富洲原駅、ＪＲ線の朝日

駅があり、アクセスしやすい土地にあり

ます。また、学校周辺は田んぼに囲まれ

ており、自然豊かです。しかし、街灯が

少なく、課外活動や部活動後の下校時間

は人通りも少なく、あたりが真っ暗にな

ってしまいます。学校側から通学路の指

定が出ていますが、その道も暗いと感じ

る場所があります。 

 私たち生徒は、身を守るために完全下

校時間を守り下校することを徹底してい

ます。また、可能な限り集団、または友

人と通学路を通り帰ることを心がけてい

ます。８時から８時半、18時から18時半

の時間帯は、学校の先生やＰＴＡの方々

が通学路に立って、登下校指導と見守り

をしてくださっています。 

 そして、「川越高校きずなネット」と

いう、先生方と保護者が情報を共有でき

るシステムを整えていただいて、不審者

情報も先生方や保護者から私たちのとこ

ろへ即時に伝わってきます。 

 しかしながら、それでも毎年、通学路

で不審者に被害を受ける生徒が絶えませ

ん。今年度も下校途中に女子生徒を狙っ

た痴漢行為が起きました。このような危

険や恐怖は本校だけでなく、他校の生徒

も同じように遭遇する可能性があります。 

 そこで要望です。夜になると学校周辺

はとても暗くなります。県内の県立学校

の周辺に街灯を、特に犯罪抑止効果の高

いブルーライトを設置することは可能で

しょうか。ぜひご検討をよろしくお願い

します。 

 また、川越高校は、これまでほとんど

学校内の金品盗難や紛失の被害がありま

せんでした。しかし、昨年、体操服や現

金の一部がなくなることがありました。

また、今年、夜中に校内の自動販売機が

荒らされるという恐ろしい事件もありま

した。荒らされた自動販売機を見て、

「学校は安全」という考えを改めるべき

だと気づかされました。 

 川越高校には、正門を含め、出入り口

が３カ所あります。登下校時には三つの

門は開いていて、日中、授業をしている

間、門は閉められています。しかし、学

校周辺のフェンスも低く、夜間はもちろ

ん、日中の授業中、侵入しやすい箇所が

たくさんあります。 

 そこで、私たち生徒会は今年度、生徒

の安全意識の向上を一つのテーマに活動

しています。【パネルF－ 1】 

 まず、私たち生徒会役員は、川越高校

の現状を把握するために、学校内の自転

車施錠状況を調査しました。調査の結果、

施錠している生徒は70％いました。地元

の四日市北警察署から推奨されている、

自転車に二つの鍵をかけるツーロックを

している生徒は５％しかいませんでした。

また、学年が上がるごとに自転車の施錠

率が下がっていることもわかりました。 

 学校では、施錠はもちろんのこと、ツ

ーロックの指導を行っています。そこで、

私たち生徒会ができることを考え、自転

車の施錠を促すポスターの作成と掲示、

朝のツーロック呼びかけ運動を行いまし

た。【パネルF－ 2】 

 今回呼びかけた結果、呼びかける前と

比べると、【パネル F－ 3】学年を通し

てツーロックは15％まで増え、施錠率は

76％まで上がりました。全体的に施錠率

を大幅に増加させることができました。 

 私たちは、いずれ社会に出て、これか

らの日本のために働きます。しかし、学

校内と同じ意識では社会に対応できませ

ん。私たちは、今後も自分たちでも危機

管理意識を向上させる取組を進めたいと

思います。 

 しかし、川越高校の生徒の安全を守る

セキュリティーを強化するためには、私

たち生徒だけでは限界があります。川越

高校には帰国子女や留学生もいますが、

アメリカをはじめ海外の学校の多くでは、

学校周辺の安全を守り、危険行為や不審

者への抑止を目的として、警察の出張所

などが設置されることが当たり前になっ

ています。 

 そこで要望です。川越高校では、さき
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